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  は じ め に 

「特別の教科 道徳」の完全実施を平成 30年度に控えた平成 27年度、京都府小学校教育研

究会からの委嘱を受け、道徳教育研究協力校としてのスタートを切りました。 

道徳の教科化という歴史の大きな転換点のまっただ中に研究を進めていくということで、傍

観者としてではなく、当事者として、パイオニアとしてその責任を果たしていきたいと教職員

一同熱い思いで歩んできた３年間でした。 

研究初年度の私たちは、まだまだ未熟で確かな指導観を持てていない教師集団でした。 

「考え、議論する道徳」の授業の在り方を模索しながら、考え、議論してきた私たちでした。

「どんな子どもたちを育てたいのか。どんな授業実践をしたいのか。どんな教師でありたい

のか。」といった自問自答の日々でした。 

四天王寺大学 准教授 杉中康平先生を共同研究者としてお迎えし、「心を揺さぶる道徳授

業の実現」を目指して、教材分析や発問について等、授業作りについてご指導をいただきなが

ら、棚倉小学校としての授業のアウトラインが作り上げられてきました。その際『道徳的諸価

値についての理解を基に自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方について

の考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。』という道

徳科の目標を常に意識してきました。また「どの子も心の中によりよく生きようとする種を宿

している。」という杉中先生の教えがいつも傍らにありました。 

日々の道徳教育を、子どもの実態からスタートし、子どもの姿を通して振り返り、課題を明

らかにし、全教職員で確認し合い、より実効性のある計画への改善につなげていくように努め

ました。まさに道徳教育は道徳の授業を要とするカリキュラムマネジメントが重要であること

を認識した３年間でした。 

本校の研究は、「我、必ずしも聖に非ず、彼、必ずしも愚に非ず。ともに是れ凡夫ならくの

み。」という聖徳太子の言葉のように、子どもたちと、教師が向き合い、自らのよりよい生き

方、他者と共によりよく生きるための価値を語り合い、共有し合おうとする教職としての根源

的な営みと一致するものであったと思います。その中で、子どもたちの姿が少しずつ変わりは

じめ、その成長を見つめる教師がその力をたくましく太らせてきました。 

この度、私たちのささやかな研究実践を発表し、皆様のご指導、ご助言を賜る機会をいただ

きました。本日の研究会を糧として、今後ともさらに研究実践を積み重ねていきたいと思いま

す。 

 

後になりましたが、本校の研究推進にあたり、ご指導・ご支援をいただきました京都府教育

委員会、京都府山城教育局、京都府総合教育センター並びに木津川市教育委員会をはじめ関係

各位に対しまして、厚く感謝申し上げますとともに、今後におきましても一層のご指導、ご支

援をお願い申し上げます。 
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１ 研究主題 

 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 
子ども達は社会情勢の変化の中で、主体的に判断し、行動できる力を身に付けていか

なければならない。そのためには、一人一人が自分に自信を持ち、自己の生き方につい

ての考えを深め、自己をしっかりと確立できるようにすることが大切である。  

そこで本校では、自らの思いを伝え、仲間と共に考えることにより、自分に自信をも

ち、自己をしっかりと確立し、よりよく生きようとする児童が育成できるのではないか

と考え、本主題を設定した。  

道徳の時間においては、教材を通して話し合い、自分の生き方を考えると共に、自分

の考えと友だちの考えを比べることによって、自分の生き方を見つめ直し、新たな考え

を生み出せるような授業の在り方を研究していく。そのために深く考えさせる発問の方

法、話合いの工夫など、様々な観点から研究を進めていこうと考えた。  

また、道徳の時間だけでなく、全ての教科・領域をはじめ教育活動全体との関連を大

切にし、思いを伝え合う活動を取り入れ、実際の生活の場で実践していこうとする意欲

や態度を育てていこうと考える。  

 

３ 研究の経緯 
平成 27 年度から道徳教育研究協力校としての道徳教育の研究が始まり、今年度で３年

目を迎えた。道徳の教科化という転換期にあって、本校においても、深く考える道徳の

授業と道徳を中心とした教育活動について研究を重ね、本校のスタイルを確立してきた。 

本校の児童は、全体的に明るく素直で、元気よい児童が多い。何にでも一生懸命取り

組んだり、課題に対し真面目に向き合ったりすることができる。しかし、規範意識や主

体的に自分で考えて行動する力、コミュニケーション能力等に課題が見られる。  

研究を始めるまでの本校の教職員の実態としては、「授業の進め方がわからない」など

積極的に取り組めていないという声が多く、そこからの研究のスタートとなった。  

当初の実態から、道徳の授業づくりについて学び、週１回の道徳の授業を大切にする

中で授業力を高め、深く考える道徳の授業を目指していこうという職員の共通理解のも

と研究に取り組んできた。また、道徳の授業だけでなく、教育活動全体を通して、児童

を育てていくために、各教科や領域、行事等の中で、「伝え合う力を付ける」ということ

を意識しながら研究を行ってきた。  

２年目の研究を終え、どの教職員も道徳の授業への抵抗感が減り、それぞれに道徳の

授業力を付けることができた。また、それぞれの取組を進める中で、児童が落ち着いて

学習や生活、行事に取り組むことができるようになり、成長が見られるようになってき

た。  

しかし、目指す児童像については、次のような課題が明らかになった。  

学習面では、学力が少しずつ上がってきているものの、学習習慣や基礎的・基本的な

知識及び技能の定着が弱く、思考力や表現力に課題が見られること、生活面では、規範

意識が低い児童や、主体性に欠け周りに流されやすい児童が多いことである。また、２

年間重点的に取り組んできた、話す力や聞く力、コミュニケーション能力にも課題が見

られた。  

学校評価の中では、道徳の時間にはよい意見を言ったり、よく考えたりできるようになってき

たものの、子どもたちの意識の中でそれが実際の生活につながらず、実践に積極的に生
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第１部 研究の概要 



かすことができていない、道徳で重点的に取り組んできたことが本質的な児童の内面の

成長と行動の変化につながっているとあまり実感できない等の意見が出された。  

そこで、今年度は、道徳の授業については引き続き研究を深めていくとともに、児童

の実践面について、どう成長させていくかについて検討し、根気よく全校での取組を積

み重ねていくこととした。  

具体的な研究内容については、昨年度までの研究を基盤に、さらに深く考え、自分の

生き方を見つめ直せる授業の在り方の研究に取り組んでいる。  

道徳の授業については、２年間積み上げてきた「教材を通して自分の生き方を考え、

友だちの考えと比べることによって、自分の生き方を見つめ直せるような授業の在り方」

を引き続き研究してきた。そして、授業で学んだことと実生活での体験が子どもたちの

意識の中でつながるような、本質的な学びをさせることを目指している。子どもたちが

成長するのは、道徳の時間だけではなく、すべての教育活動の中であるという共通理解

のもと、子どもたちの意識の連続化を図るため、様々な授業・場面の中で、計画的・意

図的な活動を取り入れ、実際の生活の場で実践していけるように取組を行っている。  

研究にあたっては、平成 27 年度から、四天王寺大学教育学部教育学科准教授の杉中康

平先生を共同研究者として、共に研究を進めてきた。また、京都府教育委員会をはじめ

木津川市教育委員会並びに教育関係諸機関の先生方にも御指導をいただいた。さらに、

道徳専門研究員や他校の先生方にも広く校内研修に参加していただき、助言をいただい

てきた。  

これらの研究を進めていくにあたって、全教職員が常に同じ方向性を持ち、道徳の授

業だけでなく、日常のあらゆる生活場面において、いかに児童を成長させていくかとい

うことについて、常に共通理解を図りながら、取り組んでいるところである。  

 

４ 研究推進体制（研究推進体制全体図）  
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１ 研究体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 道徳の授業を通して（授業研究部） 
   ・魅力ある教材を提示し、心を揺さぶるような授業を実践する。  

   ・自分を深く見つめ、考えさせる発問の方法を研究し、実践する。  

   ・道徳の時間において、自分の思いを書いたり、伝えたりする機会を設定する。  

   ・実生活でより実践力を高められるような授業の工夫をする。  

 

(２) 教育活動全体を通して（実践活動部） 
   ・道徳の時間以外の教科においても、多様な学習形態を有効に取り入れ、自分の思い

や考えを伝える場面を充実させる。  

   ・行事や特別活動など、様々な場面において、思いを伝え合う活動を取り入れる。  

   ・道徳の時間で学んだ事などを実践していこうとする意欲や態度を育てられるよう、  

児童が意欲をもって取り組むことができる様々な活動場面を設定し、教職員の意思  

統一を図りながら、全校で取り組む。  

 

 

 

 

 

第２部 研究の実践 



２ 研究内容 
 

(１) 実態把握と指導（研究推進委員会） 

①  児童アンケート 
      道徳の時間および生活に関するアンケートを年度初めと終わりに２度実施し、児童の実態

把握に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  道徳教育重点目標 
児童アンケートの結果を分析し、道徳教育において、次の３点を重点的に指導していくこ 

ととした。そして教育活動全体においても、この３点を意識しながら、豊かな体験の場を設

定した。 

・ よく考え、自分の力で判断し、主体的によりよい行動ができる子どもを育てる。 

（善悪の判断、自律・自由と責任） 

・ 相手のことを考え、助け合い励まし合う子どもを育てる。（友情・信頼） 

・ みんなが気持ちよく過ごすために、進んで約束やきまりを守って行動する子どもを育て

る。（規則の尊重） 



③  学級・分掌のめあて・計画の作成 
     児童アンケートの結果と本校の重点目 

標から、各学級のめあてを作り、それを 

達成するための計画を作成する。また、 

学級だけではなく、それぞれの分掌で取 

り組めることを検討し、計画を作成した。 

 
 

(２) 授業に関する研究（授業研究部） 

   ① 年間指導計画（別葉） 

児童の実態に応じた教材を活用し、計画 

的に指導をしていくため、年間指導計画を 

作成する。教材は、「わたしたちの道徳」   

や副読本、「京の子ども 明日へのとびら」

を指導計画の中に位置づけ、年間を通し

て、計画的に実施できるようにする。また、

道徳の時間を核として他の教育活動との

関連を図るものを学期に一度実施し、他教

科・領域やその他の教育活動を効果的にリ

ンクさせる。そして、児童が道徳の時  

間で学んだ道徳的価値を実践し、さらに道   

徳性を育む場を設定していく。各行事や日 

常の活動とのつながりを大切にし、教育活 

動全体を通しての道徳教育を進めていけ

るようにする。 

 （平成 30 年度については、教科書を中心とした年間指導計画を作成していく必要がある。） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 総合単元的道徳学習 

総合単元的道徳学習を学期に

１度計画・実施する。育てたい児

童の姿を目指し、より効果的に道

徳性を育めるよう、道徳や他の教

科、そして日常の生活での指導を

意図的に計画し、意識の連続化を

図る。 

総合単元的道徳学習の終了後

には、児童自身にその期間の振り

返りをさせ、自分を客観的に見つ

め直し、自分の生活に返していけ

るようにする。 

教師も、終了後、計画をふり返

り、成果と課題を明らかにし、日

常生活や次の指導へと生かして

いくようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ 週１回の授業を大切にするために 
      道徳の授業の際には、

「第○回道徳」という掲

示を、全校で統一して行

うようにしている。 

教師側では、年間３５

時間の道徳の時間を確

実に実施する意識を持

つと共に、児童も毎週の

授業の積み重ねを意識

することができる。週１

回の道徳の授業を教師

も児童も意識しながら

大切にしようとする気

持ちができてきている。 

 

 

 

 

 



④ 授業づくり 

「考え、議論する道徳」を目指すために、答えが一つでない課題についてみんなで向き合

い、話し合うことによって、人間としての生き方について自覚を深めていけるような道徳の

授業形態を考えていく。道徳ノートの活用をはじめ、ペアトークやグループトーク、役割演

技等の多様な指導方法を工夫する。また、授業の始めと終わりで、児童の中に気づきや考え

の変化があるような授業展開を大切にする。板書についても、価値をとらえやすくするため

の構造化されたものとなるようにする。 

 

ア 教材分析シート（道徳的生き方等が変化する教材の場合） 

教材分析にあたっては、杉中准教授が提   

唱されている分析の方法を用い、本校の教  

材分析シートを作成した。 

教材の場面を「Before(道徳的な変化 

前)」「助言者の登場」「転（道徳的変化）、  

After（変化後）」の３つの場面に分けて考 

える。主人公の道徳的変化前の姿と後の 

姿に焦点を当て、主人公が何に気づき、 

どのように価値に気づいたかを明らかに 

すること、詳細な読みに陥らないよう一 

文読みをすることで、教材をシンプルに 

とらえやすくなった。 

 

イ 発問（中心発問・補助発問） 

教材分析から発問を大きく３つ（３種類） 

にする。道徳的問題を明らかにする「Before 

の発問」、主人公の気づきに迫る「転又は 

After の発問」、そして道徳的価値をおさえ 

るための「価値追求の発問」である。 

その発問に加え、より価値に向かい、価

値を深めるための補助発問を用意しておく。この補助発問は、授業において使用しないこ

ともあるが、この補助発問により、より価値に迫ることができることが多い。補助発問は、

時に主人公でなく、主人公を取り巻く他の登場人物の気持ちを問う場合もある。 

このように、発問を吟味することで、前半の時間を短縮し、中心発問と後段で十分練り合

えるような時間を確保するようにしている。 

    

ウ 伝え合う力 

伝え合う力を育成するため、ペア・グループ・全体等、様々な形態での話し合い活動

を取り入れる。その際、自分の考えをまとめるための時間の確保を行い、考えたことを

ペアやグループで交流させる。そしてそれを全体へと広げていくようにする。少人数で

の交流により、一人一人が自分の考えを表現し、議論することができる場とする。 

ペア・グループ学習は、道徳の時間だけでなく、各教科で積極的に取り入れたり、特

別活動などの場で思いを表現する場面を設定したりすることで、伝え合う力を付けてい

くようにする。 

また、道徳の時間の振り返りについては、自己に引きつけて考え、どんな学びがあっ

たかを振り返るようにしている。さらにそれをお互いに伝え合い、共有することで、そ

の時間の学びが深まると考えられるので、この時間を大切にし、多くの時間を取るよう

にしている。 



エ 道徳ファイル・道徳ノート 

児童に自分の考えを持たせる、そして自分の考えをもとに話し合うことが、考えを深め

合い、道徳的価値やねらいに迫ることにつながる。道徳ノートを使用し、書いてまとめる

活動を取り入れることによって、自分の考えを整理し、発言しやすいようにする。また終

末で、１時間の道徳の時間を振り返ることで、より深く道徳的価値について自覚すること

ができると考える。 

さらにそれを毎時間ファイルに綴ることで、ポートフォリオとし、道徳の時間の評価に

つなげる一手段とする。この評価は教師のみならず、児童が自らを振り返って、成長を実

感し、これからの課題を見つけるという児童

自身の評価となるよう、道徳ノートを活用し

ていきたい。 

 

 

⑤  評価 
児童の成長を見守り、努力を認めたり、励ましたりすることによって、児童が自らの成長 

を実感し、さらに意欲的に取り組もうとするきっかけとなるような評価を目指すための研究

を行う。 

・道徳の時間における道徳ノートによるポートフォリオ評価 

・道徳の時間以外の教育活動全体における児童の成長の様子によるパフォーマンス評価 

・児童分析（抽出した児童）による継続的な評価 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥ ローテーション授業 

１つの道徳の教材を作成し、一人の教師が自分のクラスと隣のクラスの両クラスで授業を 

実施するローテーション授業にも取り組んだ。１つの教材研究に時間をかけることができ、

また同じ教材で２回授業ができるので、改善をしながら授業ができ、授業力の向上が期待で

きる。また、他クラスの状況を把握できることによって、自分のクラスだけでなく、学年の

児童としてとらえ、課題を共有することができる。 

 

   ⑦ 授業研究 

 各クラス１回、年間計１２回の

研究授業（うち杉中准教授に指導

を頂く全校での授業研究３回、ブ

ロック学年での授業研究９回）を

行う。 

 指導案の作成に当たっては、考

えを深め合う道徳の授業づくり

をする上で、工夫するポイントや

授業改善の視点を明確にし、意識

するようにする。 

 研究授業前には、指導案をもと

に事前研究会を実施し、授業後に

は、授業評価シートをもとに、事

後研究会を充実させることで、全

教職員が課題を共有し、日常の指

導へとつなげていけるようにす

る。 

ブロック授業研究会では、事前

研究会・事後研究会は校内研究会

として同日に設定し、その他の先

行授業や研究授業はブロック学

年ごとに行う。 

どの担任も、年間に一度は研究

授業を行うことで、全教職員の学

びの場が増え、自らの授業への新たな視点を取り入れていくよい機会となり、お互いの刺激

の場となっている。 

 



   ⑧ 研究授業のまとめ 

各事後研究会後には、授業研究部

を中心として、研究授業から見えた

課題や方向性についてまとめる。記

録として残していき、各授業研究で

の成果と課題を、次の授業へとつな

げていくようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑨ 教師の道徳ノート 
授業計画をするにあたって、最低限、

明確にしておきたい項目を作り、授業

における留意点も明記した。また、授

業での児童の発言などを書きとめてお

くメモ欄を作り評価の一材料とするた

め、教師の道徳ノートを作成した。 

これは、教師自身の授業の振り返り

としても活用している。 

 

 

 

 
 
 
 

 
 



 (３) 教育活動全体を通して（実践活動部） 
   ① 合言葉「日本一輝こうチーム棚倉」 

  「日本一輝こうチーム棚倉」を全校の合言葉として、 

それを目指してそれぞれの学級活動や委員会活動に工夫 

を加え、取り組んでいく。また、全校での統一した取組 

も行い、全教職員で共通理解を図りながら、重点的に取 

り組んでいく。 

 

  （例）・児童会本部 

「花いっぱいの学校」「あいさつ＆エコ運動」 

・安全委員会 

「名札点検」 

「日本一安全な学校（ろう下歩行点検）」の取組） 

・放送委員会 

「ファインプレーニュース 

（すてきな場面を投稿・紹介）」） 

 ・体育委員会 

      「日本一の体育大会にしよう」 

      「全校の仲を深めながら、楽しく体を鍛えよう」 

       （全校遊び） 

 

 

② 言語活動 
       児童が、自分の思いや考えを積極的に話し合ったり、考えを深め合ったりできるように、

学習場面や教育活動全般を通じて言語活動や環境を整える。各クラスや各学年の児童の実

態によって、言語活動を充実させるための工夫を考え、取り組んでいる。 

 

      （例） ・「話し方名人」「聞き方名人」 

           ・宿題の作文と話し合い活動を組み合わせた取組 等 

 

 

 

 

 



③ ファミリートーク 

ファミリー班（異年齢班）を活用しながら、全校で一つのテーマについて考え、話合え

る場を設ける。テーマについては、行事等の関連を図りながら、児童の身近な問題や話題

を計画的に設定している。 

６年生が中心となって話合いを進め、各自が自分の思いをグループの中で語り合える機

会となっている。ファミリートークを効果的に実施するために、各学年の発達段階に合わ

せて、事前に考えを持たせたり、心構えを指導したりするなどしている。また、ファミリ

ートーク後には、各クラスで振り返りをし、話し合った内容を事後につなげていくように

している。振り返りを校内で掲示するコーナーを作り、意識の連続化を図るような工夫を

している。 

ファミリートークは、道徳の時間で考えたことと、実践との橋渡し的役割ととらえ、日

常の行事や活動とのつながりを大事にし、児童にとってより身近なテーマで話し合いをし、

その後も継続的に取り組んでいくことを心掛けている。 

また、ファミリートークは、教職員も児童と共に考え、発言することを大切にしている。

時には、保護者にも参加を募り、参加していただくことで、学び合いや理解を広げる場と

もなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



  ④ ボランティア活動 TCV（たなくらチャイルドボランティア） 

児童からボランティアを募り、校内をよりよ  

くする活動をする。児童の自発的な活動の場を 

設定することで、仲間と一緒に自分たちの生活 

を自らよくしていこうとする雰囲気作りをして 

いくねらいがある。 

現在、主に活動しているのは、２～６年生ま 

での 100 名弱で、花いっぱいの学校づくり、校 

内美化活動などを行っている。休み時間などに、 

参加できる児童が集まり、活動を行っている。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ⑤ 道徳通信「Good Heart」 
道徳は学校教育だけでなく、家庭との連携も大切であるという思いから、道徳通信を発行し 

ている。研究授業後には、全校の保護者に向けて、授業の様子や児童の感想等を載せた道徳通

信を発行し、保護者にも学校での取組を知らせている。自分の学年だけでなく、他の学年の取

組も知ってもらうことで、全家庭や地域で全児童をみていこうとする雰囲気を作っていきたい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



   ⑥ 道徳コーナー 
道徳コーナーを設け、研究授業の授業の流れや児童の考えの流れが分かる掲示を行い、児

童が立ち止まって道徳に触れ合える場を作る。授業の内容を掲示することで、単発の授業に

終わらず、その後の児童の意識が連続していくようにしている。さらに児童だけでなく教師

自身の意識の連続化も図れる効果あると考える。また、他の学級や学年の児童にとっても、

友達の頑張りに触れるよい機会となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
  

１ 成果 

(１)   児童の育ち 

この２年半の道徳の時間をはじめとした様々な取組を通して、子ども達に変容が見られる。

挨拶を積極的にしたり、人への気配りができたりと、やさしい児童が増えてきた。また道徳

の時間においては、自分の意見をはっきりと言える児童が増え、それを聞き合うことで、自

分を見つめられるようになりつつある。道徳以外の場面や授業においても、自信をもって自

分の意見を伝えられるようになってきた。 

 

(２) 意識の連続化  

   総合単元的道徳学習を学期に１回ずつ取り組んだり、行事や日常活動などを意図的・計画 

的に道徳の時間に結びつけたりすることで、教育活動全体を通して「意識の連続化」を図る 

ことができ、児童の育ちへとつなげることができた。 

 

(３) 授業の質の向上  

教材分析シートを活用した授業づくりのスタイルが教師の中で定着し、毎週の授業に前向

きに取り組めるようになった。道徳の授業づくりの研究は、他教科における授業力の向上に

もつながった。 

 

(４) 全校での統一した取組（授業研究会・ファミリートーク・合言葉等） 

道徳の時間を中心とした全校での統一した取組をする中で、共通理解を図ったり、お互い

の授業を参観し討議したりする時間が増えたことで、教職員のベクトルが揃ってきた。教職

員の共通理解を大切にすることで、全教職員で全校の児童をみるという素地ができ、それが

子ども達の育ちへとつながっている。 

 

 (５) 評価に向けた取組 

道徳科の評価に向けて、『「特別の教科 道徳」の指導方法・評価等について（報告）』をも

とに、本校なりの検討を行った。具体的には、児童の変容や道徳ノートの振り返りをもとに

した評価の仕方について全教職員で検討するモデレーションなど、試行錯誤を重ねた。その

中で、実践への意欲を高めるような評価へとつながる一定の方向性が見えてきた。来年度の

教科化を見据え、今年度は、全学年において通知票の総合所見の中に道徳の評価を入れるこ

とにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部 研究の成果と課題 



 

２ 課題と今後の方向性 

(１) さらなる意識の連続化→実生活での実践力 

児童の育ちが見えてきた一方で、実生活での実践力はまだ弱さが見られる。道徳の時間を 

中心として、さらなる意識の連続化を図り、教育活動全体を見通し、意図的・計画的に児童

の成長につながるような取組をしていく必要がある。 

 

(２)  話す力、聞く力の向上  

話す力・聞く力は一定の成長はあるものの、まだ課題が残る。さらなる取組の中で、仲間 

と共に考え、深め合える児童を育成していきたい。 

 

(３) より深く考える授業 

本校の道徳の授業のスタイルは一定確立してきたものの、さらにより深く考える授業を 

めざして、さらなる研究を深めていく。 

 

(４)  評価に関する研究  

道徳科の全面実施に向けて、今年度の実践を交流・検討し、児童が自らの成長を実感し、 

意欲的に取り組もうとするきっかけになるような評価を目指し、さらに具体的な方法を探っ

ていく。 

 

(５)  さらなる家庭や地域との連携  

児童の道徳性を育むためには、地域や家庭と連携が不可欠である。より、保護者や地域の 

方と連携し、児童の成長へとつながる取組を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同研究者：四天王寺大学 教育学部 教育学科 准教授 杉中 康平先生 

 

 

 

お わ り に 

今年度の学習発表会の最後のプログラムは全校児童による「ふるさと」の合唱でした。

2013年の NHK全国学校音楽コンクール小学校の部の課題曲になった楽曲です。この日のた

めに、子供たちは詞の意味を聞き、考え、「私たちにとってのふるさとは、この棚倉」と

いう思いを確かめ合いながら、練習をしてきました。そういう子供たちの思いが重なって、

素敵な歌声が響き、当日参加された地域や保護者の方からは「とても感動しました。」と

のお言葉をいただきました。 

この合唱の取組を通じて子供たちは、仲間とともに考え、深め合うことができたと思い

ます。このように、教育活動全体でよりよく生きようとする児童の育成に取り組んでいる

ところですが、この３年間は「道徳科」の研究を中心に据えながら、その取組を進めてま

いりました。子供達の心を揺さぶるような授業をするための教材はどれがいいのだろう

か、自分を深く見つめ、考えさせるためにはどのように発問すればいいのだろうかと、校

内研修を積み重ねました。また、自分の思いを伝え合う力を育てるには、道徳の授業以外

のどんな活動と連携させていけば効果的なのか、思いを伝えるための学力を着実につける

にはどうしたらよいのだろうか、と教育活動全体についても検討してきました。 

   しかしながら、本校の３年間の取組は、まだまだ不十分なものであり、研究すればする

ほど新たな課題が見えてまいります。より系統性のあるカリキュラムの開発、仲間ととも

に考え深め合えるようにするための工夫、子供たちの意欲を高める評価方法の策定および

実践力を高めていく取組などです。これからも、これまでの研究成果を踏まえ、授業力・

指導力を磨き、よりよく生きようとする子供たちの育成を目指して日々研鑽を積んでまい

りたいと思います。今後とも皆様のご指導とご助言を賜りますようお願い申し上げます。 

   最後になりましたが、研究にあたりご指導を賜りました京都府教育委員会、京都府山城

教育局、京都府総合教育センター並びに木津川市教育委員会をはじめ、本日はご多用な

中ご参会いただきました先生方に心より感謝申し上げます。 

― 研究同人 ― 

 

【平成２７年度】  西城 誠一  大塚 弘奈   谷村  聡    淺野  勝 

【平成２８年度】  波尻 寛之  山本 惠子  加藤 辰彦 

【平成２９年度】  河野  收   髙橋 眞弓   奥西 香織   大西 浩安    

荒川 和美    中村 基子  村上 真裕子  清水 弥生       

髙井 ゆき    瀨戸 陽子  田口 沙弓   岩崎 美幸       

桂   貴人    田中 美帆  中村 臨太郎  近藤 晋平    

吉川 祥子    大伍 治美  市村 理恵子  亀井 隆昌 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度 

京都府小学校教育研究会道徳教育研究大会 

研究紀要 

自己を見つめ、よりよく生きようとする児童の育成 

～仲間とともに考え、深め合う道徳授業を通して～ 
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